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安全で明るい JAL 

 

9 月 19 日にJALの再上場が予定されていますが、 

それに関連する話題をいくつか紹介します（その 3） 

日航再上場をめぐる報道より一部抜粋しました 

 

日航未公開株 京セラなど８社購入 (東京新聞 8 月 7 日 より) 

  九月に東京証券取引所に再上場することが承認された日本航空の株をめぐり、日航

の稲盛和夫名誉会長が創業した京セラや再上場の主幹事を務める大和証券グループ本社

が、2011年 3月の第三者割当増資を引き受け、未公開株を購入していたことが6日、明

らかになった。一株当たりの価格は日航が想定した再上場時価格のほぼ半値で、上場で

一部企業が 50 億円近い利益を得ることになる。関係者からは疑念の声が出ている。 

 未公開株を購入したのは合計 8社。日航の更生計画が終了する直前の11年 3月 15日

に、国が保有する日航株と同額の一株当たり2千円で合計127億円を出資した。京セラ

と大和証券は 50 億円ずつ出し、それぞれ 250 万株を購入した。 

 日航は今月3日に関東財務局に提出した有価証券報告書で、再上場の際の株式の売り

出し価格を 1 株 3790 円としている。株式市場でこの価格に決まった場合、京セラと大

和証券はそれぞれ 50 億円近い利益が生まれる。 

 日航によると、増資は公的資金を注入する日本政策投資銀行（政投銀）が 10 年 8 月

頃、テロ対策などの強化のために提案したという。 

 だが、増資は約 8 カ月間実施されず、行われたのは 11 年 3 月期の決算報告で更生計

画の予想を大きく上回る営業利益 1884 億円を計上し、Ｖ字回復が進んでいたことが日

航社内で予想できた時期だった。 



 増資について稲盛氏は、今月 3 日の会見で「決してもうかるから、と思って出資した

会社はないだろう」と述べ、増資が特定の企業への利益提供ではないことを強調した。 

 日航の未公開株は、日航役員のうち 20 人が 1 人 20 万円分を購入している。 

 一連の増資取引について詳しい慶応大大学院の岸博幸教授（経済産業政策）は「（増

資）当時の日航は収益体質となっており、127 億円規模の増資は意味もない。税金で救

済した企業の支援は、透明性と公平性が非常に重要だ」と批判している。 

 

 (共同 08 月 21 日 より) 

衆院国土交通委員会は２１日、日本航空の経営再建問題について集中審議を行った。参

考人として出席した日航の大西賢会長は、９月に予定している再上場に関し「（上場後

は）健全な民間企業として株主、利用者、市場など全ての関係者に再び信頼を得られる

ように努力していきたい」と理解を求めた。 

 羽田雄一郎国交相は「（日航の中期経営計画が終わる）１６年度まで日航経営を監視

していきたい」とし、再上場後も同業他社の経営を圧迫することがないように指導・監

督する方針を重ねて示した。 

 

(毎日新聞 08 月 27 日より) 

 心配なのは、自民党や国交省が日航に、地方路線の維持・充実や社会貢献を求める

姿勢を強めていることだ。不採算路線に就航させた「国策」が、日航の経営悪化の一因

だったことを忘れてはならない。過度の政治的介入は厳に慎むべきだ。 

 

皆様、高裁宛て署名活動及び 

引き続き整理解雇撤回を支援する為の 

カンパにご協力お願いします 

詳細は、HPをご覧ください。 

http://jalfltcrewob.web.fc2.com/ 


